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最近の育児用粉ミルクは母乳に近づいてきたといわれるが、母乳が理想の栄養であることはいうまでもない。麻布大学の竹田准
教授らは乳児期のマウスを用いて、人工調製ミルクへのホエータンパク質加水分解物（WPH）の添加がその生育が促進し、さら
に免疫系を調節する可能性を示した。現在、MALDI-TOF/TOF分析はペプチドのアミノ酸配列を解析するための主要なツールと
なっている。本食品分析学研究室ではMALDI-TOF/TOF-質量分析装置を用いて、生理活性分子と予想されるWPH中のペプチド
の同定を担当した。

関連画像

実験に使用したMALDI-TOF/TOF-質量分析装置、
ultrafleXtreme (Bruker)

Effects of whey protein hydrolysate on growth promotion and immunomodulation in mouse pups in artificial rearing
system
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